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546　各種実験腫瘍におけるG・－67clt・at・の取

り込みについて一形態的検索一

　　白井茂夫，檀浦龍二郎，菊池　茂，森田誠一郎，

　　大竹　久，（久留米大　放）

547　、、．6，とラツト腹水肝ガン細胞．a」1－13。との結合性

について

　　　　佐々木徹，小森幸道，小島周二，（帝京大薬，放射），

久保寺昭子（東理大薬，放射）

　Ga－67　citrateの取り込みについて，Ehrlich腫瘍（

マウス），sarcoma　180（マウス），3LMe－DAB肝癌

（ラット）の3種の実験動物腫瘍を用い，これらの全

身マクロオートラジオグラム・腫瘍部オートラジオグ

ラムと，各種染色を施した腫瘍部の病理組織標本とを

形態的に比較検討した。また前2者については，腫瘍

の大きさとGa－67の取り込みの関係を見るために，腫

瘍細胞注入後，3，5，7，10日後の腫瘍結節を用い
た。

　その結果，3種の実験腫瘍のいずれにもGa－67の集

積が認められた。Ehrlich腫瘍とsarcoma　180では，腫

瘍部と健常部とのRIカウント比は腫瘍の発育に従っ

て増加し，10日後では約5倍を示した。また3LMe－

DAB肝癌では1．62～3．31の値を得た。3種の実験腫

瘍のいずれもGa－67の取り込みは，腫瘍細胞に変性壊

死がなく，腫瘍細胞が密な部位に強く見られた。EhrlF

ch腫瘍とsarcoma　180では，腫瘍周囲の肉芽組織にも

Ga－67を取b込む傾向がみられ，腫瘍細胞の密な部位

よりもむしろ強いところが多かった。

　Ga－67のAH－130細胞への結合性と酸性ムコ多糖の一種であ

るheparan　sulfate（HS）の関連性について・in　vltroの実験

系で検討した結’果を報告する。　AH－130腹水ガン細胞を冷生

理食塩水で洗浄した後，0．9％NaCIつ．01M　MOPS　buffer（pH

5．5～8．0）に懸濁し，Ga－67－citrate（O．05μC1，1．4μgのクエ

ン酸ソーダを含む）とincubateした。incubation　mlxtueは，

冷生食で2回洗浄後遠心分離し，沈澱の放射活性／全放射活

性の比からGa－67のAH－130細胞への結合率を求めた。さらに，

上記の反応系にHSを1～20㎎加え，Ga－67のAH－130細胞結合率

に対する影響を検討した。　AH－130細胞へのGa－67の結合率

はpHの低下に併いほぼ直線的に増加した。また，AH－130細胞

へのGa－67の結合率はHSの添加に併い増加し，その結合率およ

び細胞へのHSの結合率は，酸性領域ほど増加した。さらに，

姐一130固型ガンおよびCCI4鰭肝組織のpHをラツト麻酔下で

組織・細胞用pHメータを用い測定したところ，正常な組織

（肝臓，筋肉等）が中性～弱塩基性であるのに対して，それ

らの組織のpHは若干酸性よりの傾向を示した。　以上の結果

から，Ga－67のガン細胞，炎症病巣への集積にHSが関与し，そ

れらの組織のpHの低下はGa略7－HS　complexの組織取り込みに

促進的に働いている司能性も示唆された。

548　腫瘍細胞の細胞周期とG。－67及びF・－59

の取り込みについて

　　若尾博美、村橋秀夫、生田裕之、東与光（神奈川

　　歯大　放）

549　培養腫瘍細胞におけるG・－67の取り込み

とATPの関係
　　小林雅人、村橋秀夫、若尾博美、東与光（神奈

川歯大　放）

　腫瘍細胞へのG。－67集積機序は鉄と同様にトラン

スフエリンに運ばれ細胞膜のリセプターから入るとい

われている。しかし、鉄とガリウムの腫瘍細胞への集

積の経路や細胞内動態については多少の差異があると

いう報告もある。今回我々は細胞周期とG。－67及び

Fe－59の取り込みの相関性をみるために実験を行つ

た。使用した腫瘍細胞はマウス白血病細胞（L5178

Y株）でDNA合成阻害剤であるサイミジンと5時間

後にデオキシシチジン、コルセミドを加えM期に同調

させた。この同調細胞にG。－67とFe－59を加え2回

目の細胞分裂期まで1時間ごとにG。－67とFe－59の

取り込みを測定した。結果は同調開始後、徐々に取り

込みは上昇し5～6時間でG。－67、Fe－59共にピー

クに達し、その後徐々に減少していく傾向がみられ、

鉄とガリウムの最大の取り込み時間はほぼ同じであつ

た。今後、同調細胞の生物学的状態とG。－67、Fe－59

の関係についてさらに検討したい。

　私達は、腫瘍細胞へのGa－67の取り込みと細胞機

能との関係を知るため、さきに培養腫瘍細胞を用いて

N。－K－ATP。se活性を特異的に阻害するou。bOinに

ついて報告した。今回は解糖系に作用し、ATPの合

成を抑制するN・Fを投与して腫瘍細胞へのG。－67の

取り込みに及ぼす影響を検討した。

　実験に用いた腫瘍細胞は、マウス白血病細胞（L－5

178Y株）である。今回は解糖系に作用し、　ATPの

合成を抑制するN。F（1　O　rnrv！／nt）を投与し、1、3、6

9時間後に実験を行つた。まず、細胞増殖に対する影

響は、N。　F投与によつて対照に比らべて約1／2に抑

制された。また、腫瘍細胞に対するG。－67の取り込

みも対照に比らべ約1／3弱に抑制された。一方、N。F

を投与した細胞のATP量は前回に報告したou。b。in

の結果と反対に減少していた。

　以上の結果より、培養細胞へのG。－67の取り込み

は、細胞のATPの代謝と密接な関係があるように考

えられた。

Presented by Medical*Online


	1273



